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このユーザーズガイドは、必要なときすぐに参照できるよラ、お手元に置い 
ておくようにしてください。 r 使用上のごを意」を必ずお読みください。 


A 使用上のご注意 〜化ずお読み<ださい〜 

Express サーバを安全に正しくご使用じなるためじあ要な情報が記載されています。 


まをにかかねる表巧にごいて 


Express 5800シリーズを安全にお使いいただくために、このユーザーズガイドの指示に従つ 
て操作してください。 

この ユーザーズ ガイドには装置のどこが危験か、どのような危険に遭うか、どうすれば危険 
を避け6れるかなどについて説明されています。また> 装置内で危険が想をされる箇所また 
はその付おには警告ラベルが貼り付け6れています。 

ユーザーズガイドおよび警告ラベルでは、危険の程度を表す言葉として、「警告」と r を意」と 
いう用語を使用しています。それぞれの用語は次のような意巧を持つものとして走義されて 
いまず。 

人が死 t ずる、または重傷を負うおそれびあることを示しまず。 


义傷やけがなどを負5おそれや物的損害を負うおそれがあることを示しま 
ず。 



A ミ主意 


危険に対ずるを意' 表示は次の3種類の記号を使って表しています。それぞれの記号は次の 
ような意巧を持つものとして定義されていまず。 


A 

ま意の喚起 

この記号は危険が発生ずるおそれがあること 

(例） A 


を表しまず。記号の中の絵表示は危険の内容 

/々\ 



を國案化したものです。 

(感電注意） 


行為の禁止 

この記号は行為の禁止を表します。記号の中 

(例）/^ 


节近くの絵表示は、してはならない行為の内 



容を國案化したものでず。 

(分解禁止） 


行為の強制 

この記号は行為の強制を表しまず。記号の中 

(例） ♦ 

A 


の絵表示は> しなければならない行為の内容 

喔 

w 


を國案化したものです。危険を避けるために 

(プラグを抜け） 



はこの巧為が必要です。 



(ユーザーズガイドでの表示例） 


ま意をほず記号 I 危険に巧ずる注意の内容 I [；を険の程度を表ず用語 I 







A ミち意 

/i 

\A 

指定むがのコ 

電源は指をさ 
電源を使うと 

ンセントに差し込まない 

れた電圧、電源の壁付きコンセントをお使いください。指を W 外の 
义がや漏電の原因となります。 


使用上のごを意 


III 














































本書および警告ラベルで ffi 用する記号とその内容 


を意の頓起 


A 

感電のおそれびあることを示し 
まず。 

A 

レーザー光による失明のおそれが 
あることを示しまず。 


指などがはさまれるおそれがあ 
ることを示しまず。 

爪 

発煙または発义のおそれびあるこ 
とを示しまず。 

l^/h\ 

指などにケガをずるおそれがあ 
ることを示しまず。 

A 

特定しない一般的なミち意*警告を 
でしポす。 

A 

高温による傷害を負ラおそれが 
あることを示しまず。 



巧為の禁止 


0 

特定しない一般的な禁止を示しま 
ず。 


本装置を分解-修理-改造しない 
でください。感電や义災のおそれ 
びありまず。 

行為の苗制 

运 

本装置の電源プラグをコンセント 
か6抜いてください。火災や感電 
のおそれがあ0まず。 

〇 

特定しない一般的な使用者の巧為 
を指示しまず。説明にがった操作 
をしてぐださい。 


ち分けされた部分についての取り扱い注意 


Express サーバの内部の電源を ON じしたままの状態で内蔵オプションの取り付け/取り外し 
ができる部分を緑色で色分けしていまず。緑色の部分外(特に青をで色分けされている部 
分)への内蔵オプションの取り付け/取りタトしは> をず装置の電源を OFF にし、ずべての電源 
コードをコンセントか6抜いてか6行ってください。 
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まを上のご注意 


Express サーバを安全にお使いいただくために、ここで説明するを意事項をよく読んでご理 
解し、安全にご活用ください。記号の説明については巻頭の『安をにかかわる表示について J 
の説明を参照してください。 


全般的なミち意事項 


の 


人命に関わる業務や高度な信頼性を必要とずる業務には使用しない 

Q 

本装置は、医療機器-原子力設備や觸器、航空宇宙觸器-輸送設備や機器など、 
人命に関わる設備や觸器および高度な信頼性を必要とずる設備や機器などへの組 
み込みやこれらの機器の制御などを目的とした使用は意図されておりません。こ 
れら設備や機器、制御システムなどじ本装置を使用した結果、人身事故、財産損 
害などが生じても当社はいかなる責任も負いかねまず。 


煙や異臭、異音がしたまま使用しない 

A 

万一、煙、異臭、異音などが生じた場合は、ただちに POWER スイッチを OFF じ 
して電源プラグをコンセントから抜いて<ださい。その後、お買い求めの販売店 
または保守サービス会社じご速絡ください。そのまま使用ずると义烫の原因とな 
y まず。 

A 

1針金や金属片を差し込まない 

通気孔やフ□、ソピーディスクドライブ、 CD - ROM ドライブのずきまか6金属片や 

1針金などの異物を差し込まないでください。感電の危険がありまず。 


A ミち意 

A A 

1 海外で使用しない 

本装置は、日本国内専用の装置です。海外では使用できません。この装置を海外 

1で使用すると义がや感電の原因となりまず。 

装置內に水や異物を入れない 

装置内に水などの液体、ピンやクリップなどの異物を入れないでください。义炎 
皆感電、故障の原因となります。もし入ってしまったときは、すぐ電源を OFF に 
して、電源プラグをコンセントか6抜いてください。分解しないで販売店または 
保守サービス会社じご速絡 < ださい。 

A A 



使用上のごを意 


V 



















電源-電源コードに関ずるを意事項 






A 

1めれた手で 電源プラグを持たない 

姑れた手で電源プラグの抜き差しをしないでください。感電ずるおそれがありま 

1す。 


A ミち意 




指定 1 U がのコンセントに差し込まない 

指定された電圧で指をのコンセントをお使い<ださい。指定 W 外で使うと义炎や 
漏電の原因となります。 

また、延長コードが必要となるような場所(こは設置しないでください。本装置の 
電源仕様に合っていないコードに接続すると、コードが過熱して义災の原因とな 
U まず。 


A 


I たこ足配線にしない 

コンセント(こを格 W 上の電茄が流れることによって、過熱して义烫の原因となる 
おそれがありまず。 


AA 


中途半端に差し込まない 

電源プラグは根元までしっかりと差し込んでください。中途半端じ差し込むと接 
触不良のため発熱し、义炎の原因となることがあります。また差し込み部にほこ 
りがたまり、水滴などが付くと発熱し、义災の原因となるおそれがあります。 


指定 1 U がの電源コードを使わない 

本装置に添付されている電源コード t (外のコードを使わないでください。電源 
コードに定格 W 上の電流が流れると、义炎の原因となるおそれがあります。 


AA 


また、電源コードの破損(こよる感電节义炎を防止ずるためじ次のような巧為を行 
わないでください。 


コード部分を引っ張らない。 
電源コードをキ斤り巧げない。 
電源コードをねじ6ない。 

電源コードを束ねたまま使わない。 


電源コードをはさまない。 

電源コードに薬品類をかけない。 

電源コードにものを載せない。 

電源コードを改造-力□ェ-修復しない。 


電源コードをステープラ等で固をしない。 

損傷した電源コードを使わない。（損傷した電源コードはすぐ同じ規格の電源 
コードと取り曽えてください。を換に関しては、お買い求めの販売店または保 
守サービス会社にご連絡ください。） 


爪 /?\ 


添付の電源コードを他の装置や用途に使用しない 

添付の電源コードは本装置に接続し、使用ずることを目的として設計され、その 
安全性が磕認されているちのでず。ずして化の装置作用逮に使用しないでくださ 
い。义災や感電の原因となるおそれがありまず。 


VI 





















設置-移動-保管-接続に関ずる注意事項 


A ミち意 


Q 




^\A\ 






3人む下で持ち上ばない 

本装置の質量は最大で 55 kg あります。持ち運びの際に腰を痛めるなどのけがを防 
ぐためじ装置は4人上で底面をしっかりと持って運んでください。また、前面 
のカバー（フ□ントドア）を持って、持ち上げないでください。カバーが外れて落 
下し、けがの原因となります。 

指定 1 U 列の場所に設置しない 

本装置を次(こ示すような場所や本書で指をしている場所 W 外(こ置かないでくださ 
し、。义楽の原因となるおそれがありまず。 

• ほこりの多い場所。 

• 給湯器のそは’など湿気の多い場所。 

• 直射日光が当たる塌所。 

• 不安をな場戸斤 0 

プラグを差し込んだままインタフ王ースケーブルの取り付けや取りがしをしない 

インタフェースケープルの取り付け/取り外しは電源コードをコンセントから抜い 
て巧ってください。たとえ電源を 0 R = にしても電源コードを接続したままケーブル 
作コネクタじ触ると感電したり、ショート(こよる乂災をおこしたりずることがあり 
まず。 

指定 1 U 列のインタフェースケープルを使用しない 

インクフェースケープルは、 NEC が指をするものを使用し、接統する装置やコネク 
夕を磕認した上で接続してください。指を JU 外のケーブルを使用したり、接続先を 
誤ったりずると、ショートじより义がをおこすことがあります。 

また、インクフェースケーブルの取り扱いや接続について次のま意をお守りくださ 
い。 

• 破損したケーブルコネクなを使用しない。 

• ケーブルを踏まない。 

• ケーブルの上にものを載せない。 

• ケーブルの接続がゆるんだまま使用しない。 

• 破損したケーブルを使用しない。 

腐食性ガスの巧なずる環境で使用または保营しない 

腐食性ガス(二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニア、オソンなど） 
のを在する環境(こ設置し、使用しないでください。 

また、ほこ y が空気中に腐食を促進する成分(福化ナトリウムや硫黄など)や導電性 
の金属などが含まれている環境へも設置しないでください。装置内部のプリントお 
が腐食し、故障および発煙-発义の原因となるおそれがありまず。 

わしご使用の環境で上記の疑いがある場合は、販売店または保守サービス会社にご 
相談ください。 


使用上のごを意 


VII 

















お手入れ-内蔵機器の取り扱いに関する注意事項 


A\ A\ I 


0a| 


爪 


處 


自分で分解-修理-改造はしない 

本書に記載されている場合を除き、絶対(こ分解したり、修理■改造を巧ったりし 
ないでください。装置が正常に動作しなくなるばかりでなく、感電や义災の危険 
がありまず。 

CD - ROM ドライブの內部をのぞかない 

CD - ROM ドライプはレーザーを使用していまず。電源が ON になっているときに 
内部をのぞいたり、鏡などを差し込んピリしないでください。万一、レーザー光 
が目に入ると失明ずるおそれがありまず（レーザー光は目に見えません)。 

リチウム電池やニッケル水素電池を取りがさない 

本装置内部にはリチウム電池が取り付けられていまず（オプションデバイスの中 
にはリチウム電池やニッケル水素電池を搭載したものもありまず)。電池を取り 
外きないでください。リチウム電池やニッケル水素電池は义をおづけたり、水に 
浸けたりすると爆発するおそれがあります。 

また、電池の寿命で装置が正しく動作しなくなったときは、ご自分で分解-交 
換-充電などをせずにお買い求めの販売店または保守サービス会社に連絡してく 
ださい。 

プラグを差し込んだまま取り扱わない 

お手入れ作本装置内蔵用オプション(ホ、ソトスワップ可能なデバイスを除く）の取 
り付け/取り外し、装置内ケーブルの取りがけ/取り外しは、本装置の電源を OFF 
(こして、電源プラグをコンセントからずベて抜いて巧ってください。たとえ電源 
を OFF じしても、電源コードを接続したまま装置内の部品に触ると感電ずるおそ 
れがあります。 

また、電源プラグはときどき抜いて、乾いた布でほこりやづミをよくふき取って 
ください。ほこりがたまったままで、水滴などが付くと発熱し、乂災の原因とな 
るおそれがあ y ます。 




A ミち意 



A 


爪 


AA 


巧;皿まぉ 

本装置の電源を OFF にした直後は、内蔵型の八ードディスクなどをはじめ装置内 
の部日^□が高温(こなっています。十分にをめたことを確認してか6取りがけ/取り 
外しを行ってください。 

中途半端に取り付けない 

電源ケーブルやインタフェースケーブル、ボードは確実に取りがけて<ださい。 
中途半端に取りがけると接触不良を起こし、発煙や発义の原因となるおそれがあ 
U ます。 

コネクタカバーを取り付けずに使用しない 

内蔵デパイスと接続していない電源ケーブルのコネクタじはコネククカバーが取 
り付けられていまず。使用しないコネクク(こはコネクタカバーを取り付けてくだ 
さい。コネクタカバーを取りがけずに使用ずると、コネクタが内部の部が□(こ接触 
して义烫や感電の原因となります。 


VIII 






















A ミち意 


A 

瓜瓜 

感電ま意 

本装置の PCI パスと冷却ファン、八ードディスク、電源ユニット （3 台搭載時のみ） 

はホットスワップに対応しています。通電中に部品の交換をずる際は、内部の部 
品の端子部分などじ触れて感電しないよう十分ま意してください。 

指を挟まない 

固をされた状態のフ□ントサブシャーシはリリースなブを押ずと解除されまず。 

リリースタブを押したときに指を本体フレームとフ□ントサブシャーシ节リリー 
スタブに挟まれてけがをしないよう(こま意してください。 


使用上のごを意 


ix 













運用中のミ主意事項 


/!\ミ主意 


AA 


雷がなった5軸5ない 

雷が発生しそうなときは電源プラグをコンセントからすべて抜いてください。ま 
た電源プラグを抜く前に、雷が0鳥りだしたら、ケーブル類も含めて装置には触れ 
ないでください。义災や感電の原因となります。 



ぺットを近づけない 

本装置にぺットなどの生き物をおづけないでください。排泄物や体毛が装置内部 
に入って义雖や感電の原因となりまず。 

装置の上にものを載せない 

本装置が倒れて周辺の家財に損害を与えるおそれがあります。 

近くで携帯電話や PHS 、 ポケットベルを使わない 

本装置のそばでは携帯電話や PHS 、 ポケットペルの電源を OFF にしておいてくだ 
さい。電波じよる誤動作の原因となりまず。 



自分で FAN を取りがさない 

FAN の交換は保守サービス舎社に依頼してください。動作している FAN を外ずと 
指を挟んでけがをするおそれがあります。 


X 














ラックキャビネットの設置-取り扱いに関ずるを意事項 


本装置は、 EIA 規格に適合した 19 インチラックキャビネ、ソトにも搭載することができます。 
ラックキャビネットを取りあう際のを意事項をじ(下に示します。 


A ミち意 


Q 

® I 

& i 


1 人で搬送•設置をしない 

ラックの搬送-設置は2人 W 上で行ってください。ラックが倒れてけがや周囲の 
破損の原因となります。特に高さのあるラック (44 U ラックなど)はスタビライザ 
などによって固をされていないときは不安をな状態じありまず。かならず2人 W 
上でラックを支えなが5搬送-設置をしてください。 

荷重が集中してしまラような設置はしない 

ラックおよび取り付けたデバイスの重量が一点に集中しないようスタビライザを 
取り付けるか、權数台のラックを連結して荷重を分散してください。ラックが倒 
れてけがをするおそれがありまず。 

1人で部品の取り付けをしない 

ラック用のドア节トレーなどの部品は2人上で取り付けて<ださい。部□ちを落 
として破損させるばかりでなく、けがをするおそれがありまず。 

ラックが不ま定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 

ラックから装置を引き化す際は、必ずラックを安をさせた状態(スタビライザの 
設置节耐震工事など)で引き化してください。 

複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 

權数台のデパイスをラックから引き化すとラックが倒れるおそれがあります。装 
置は一度に1台ずつ引き化してください。 

定格電源を超える配線をしない 

がけどや义が、装置の損傷を防止するためにラックに電源を供給ずる電源分岐回 
路のを格負荷を超えないようじしてください。電気設備の設置や配髓に関して 
は、管轄の電力会なにお問い合わせください。 


使用上のごを意 
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ラックマウントモデルに 関ず る ミ主意事項 

本装置をラ、ソクキヤビネ、ソトへ取り付けることができるラックマウントモデルにした際のを 
意事項をじ(下に示します。 


Q 




指定ながの場所で使用しない 

本装圏ま EIA 規格に適合した Express サーバ用の19インチラックに取り付けて使 
巧しまず。本装置を取り付けるラックを設置環境に適していない場所には設置し 
ないでください。 

本装置节ラックに取り付けているその他のシステムに悪影響をおよぼずばかりで 
なく、义がやラックの転倒によるけがなどをするおそれがあります。設置場所に 
関する詳細な説明や耐震工事じついてはラックに添付のマニュアルを参照ずる 
か、保守サービス会社にお問い合わせください。 

規格 1 U がのラックで使用しない 

本装圏ま EIA 規格に適合した Express サーパ用のラックに取り付けて使用しまず。 
EIA 規格に適合していないラックに取りがけて使用したり、ラックに取りがけず 
に使用したりしないでください。本装置が正常に動作しなくなるばかりか、けが 
作周囲の破損の原因となることがありまず。 Express サーバで使巧できるラック 
については保守サービス会せにお問い合わせください。 




A ミち意 





指を挟まない 

ラックへの取りがけ-取り外しの際にレールなどで指を挟んピリ、切ったりしな 
いよう十分ま意してください。 

リリースレバーを 指で巧さない 




ラックへの取りかけ-取り外しの際に装置はいったん□ックされた状態じなりま 
ず。□ックきれた状態を解除ずるためのリリースレバーが装置の両側じあります 
が、このレバーはドライバなどの工具を使って押してください。指で押すとけが 
をずるおぞれがあります。 


AA 


カバーをがしたまま取り付けない 


本装置のカパー類を取り外したが態でラックに取り付けないでください。装置内 
部の冷却効果を低下させ、誤動作の原因となるばかりでなく、ほこりが入って义 
災や感電の原因となることがありまず。 
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Express サーバ内の危険性を秘める部品やその周辺 I こは警告ラベルが貼り付けられていま 
ず。これは Express サーバを操作ずる際、考えられる危険性を常 I こお客様に意識していただ 
くためのものです（ラベルをはがしたり、巧したりしないでください）。もしこのラベルが貼 
り付けられていない、はがれかかっている、汚れているなどして判読できないときは販売店 
にご連絡 < ださい。 



フ □ ントサプシャーシ上に目よりがけ 6 
れています。 


A 

重量巧注意 
WARNING : 
HEAVY ITEM 


55が赶 • 

OVER, 

55で 

rh 

ぎっくり腰や落下事故防止 
のため移動のさいは4人 
が上で行ってください。 

To avoid the risk of 
personal injury or 
damage to the unit, 

が least four or 


more people. 


A ま意 CAUTION 


オプションの取巧け，取かし時はすべての電源プラグをコンセントか5巧き. 
か部装置と接続しているケープルをかして下さい。 

Disconnect all AC power cords from both system 

and external peripherals prior to installing/removing options. 


電源プラグを巧 < ^ 
感電注意/^ 


ネジは本体内部へ須とさない樣，十せごを意下さい。 

Do not drop any screws inside the system. 


A 


ボード及びオプション構器の接綺の瞭は，必ずユーザーブガイドを参照し，正し<接綺して下さい。イ\ 
誤った接続は，巧瞎サ火炎の原因となります。 

Refer to "User's Guide" when option boards or peripherals are installed. 

Incorrect installations may result in damage to the system and lead to accidents. 

装置の持ち上げ I 移動の際は.装置の底面をしっかリ持って持ち上げて下さい。 A 

Firmly hold the bottom of the system when required to lift and carry the system. 
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内部のファンアセンブリに貼りがけ 6 
れていまず (4 枚）。 


A 注意 

CAUTION 

◎昆している FAN じ手をきき込まれ W いようむ主意して < ださい/ \ 

Don't touch moving FAN blades. 

里 


A 

ミ主意 CAUTION 





Disk トレイを巧き差しする際は 

指を巧まないようま意して下さい。 « 

To avoid the risk of personal injury, handle the disk tray ^ み 
with care when inserting/removing from the system. 




A 

ミち意 CAUTION 




グリーンでを分けされているデバイスサス□ットは，システム運用中に 
ホットスワップで交換および追沈が可能です。 

A Only green area is available for 

/!\ Hot Swap or Hot Plug operation. 

To avoid electric shock, disconnect 
all AC cords before accessing to 
others inside the system. 



AL 扇 N 

動作時および電想を切った国後は， 

A —ドディスクの表面が高通じなっ 
ているので，ま意してくた‘さい。 

As the hard disk drives may retain heat 
after powering down, allow ample time for 
cooling prior to handling. 

A 


リアアクセスカバーの下の CPU アクセスカバー上に貼リがけ 6 れていまず。 

A を意 A A 

♦高湿じら'るコンポーネントがありまず。十巧にちえてから曲れるようにしてください。 

♦覃源を切ってちバッテリで塚涵している部分があります。保守をする前じさ々の 
コンポーネントの巧り扱い設巧書をお読み<ださい。 

参 As some components may become very hot during system operation, give ample time to allow cooling as well as use 
precaution when handling internal components immediately after powering down. Som internal components may still 
be operational on battery power. Refer to instruction manuals for this system as well as options prior to maintenance. 


W 下の図記号は同意です。 

旧図記号：^ 

新図記号： / h \ をたな^ 


ミ主意 CAUTION 


フ□ントサブシャーシを開蘭する原は 

指を挟まないようま意して下さい。 A A 

To avoid the risk of personal injury, /m 
Open/Close the front sub chassis with care. 


警告ラベルについて 


使用上のごを意 


























































































取り扱い上のご注意 


〜装置を正しく動作させるために〜 


Express サーバを正しく動作させるために次に示すを意事項をお守りください。これ6のを 
意を無視した取リキ及いをすると Express サーバの誤動作やが障の原因となります。 

• 本装置が正常に動作できる場所に設置してください。詳し<は75ページを参照して<だ 
さい。 

• AC 入力電圧が10 0 V のコンセントに添付の電源コードを接続してください。 

• 本装置専用の保守用パーティションが OS か6見える場合がありますが、この保守巧パー 
ティションを削除しないでください。 

• 周辺装置へのケーブルの接続/取りかしは本装置の電源が OFF になっていることを植認 
し、 電源コードをコンセントか6かした後に巧ってください。 

• 電源の OFF やフ□、ソピーディスクの取り化しは、本装置のアクセスランプが消なしてい 
るのを殖認してか6巧ってください。 

• 本装置の電源コードをコンセントに接続した後、10秒聞は本装置の電源を ON にしないで 
ください。 

• 本装置の電源を一度 0 FF 1 こした後、巧び ON にするときは30秒じ(上経過してか6じしてく 
ださい。 

• 本装置の電源 ON 後、ディスプレイ装置の画面に 「 NEC 」 □ゴおよび□ゴ下側に何6かの文 
字が表示されるまでは電源を OFF にしないでください。 

• 本装置を移動したり、清掃したりする前に電源を 0 FR こして、電源プラグをコンセント 
からおいてください。 

• を期的に本装置を清掃してください(清掃は275ページで説明しています）。定期的な清 
掃はさまざまな故障をホがに防ぐ効まがありまず。 

• を雷等が原因で瞬闇的に電圧が低下することがあります。この対策としてお停電電源装 
置等を使庙ずることをお勃めします。 

• 本装置は、 CD 規格に準拠しない r コピーガード付き CD 」 などのディスクにつきまして 
は、 CD 再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

• 次のを件にあてはまる場合は、運用の前にシステム時計の殖認•調整をして<ださい。 

一装置の輸送後 

一装置の保管後 

一装置の動作を保証する環境を件(温度：10で〜35で-湿度： 20%〜809 6) か6かれた 
を件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認して<ださい。また、高い時刻の精度を要 
求するようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ ( NTP サーバ)などを利用して 
運用ずることをお勧めしまず。 

システム時計を調整しても時園の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合は、お買 
い求めの販売店、または保ずサービス会社に保守を化頼してください。 
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• 再度、運用する際、内蔵機器や本体を正しく動作させるためにわ室温を保てる場所に保 
管することをお勧めします。 

装置を保管する場合は、保管環境を件(温度： -10 で〜55で、湿度： 2096-80%)を守っ 
て保管してください（ただし、結露しないこと）。 

• 本装置、内蔵型のオプション機器、バックアップ装置にセットずるメディア（テープカー 
トリッジ)などは、きい場所から暖かい場所に急に持ち込むと結露が発生し、そのまま使 
用すると誤作動や故障の原因となります。保管した大切なデータや資産を守るために 
も、 使用環境に十分になじませてからお使いください。 

参考：冬季(室温と10を！:上の気温差)の結露防止に有効な時圍 

ディスク装置：約2〜3時圍 
メディア：が )1 日 

• オプションは本装置に取り付け6れるものであること、また接続できるものであること 
をお認してください。たとえ本装置に取り付け/接続できても正常に動作しないばかり 
か、装置本体が故障ずることがあります。 

• オプションは弊社の純正品をお使いになることをお勧めします。他社製のメモリや八一 
ドディスクには本装置に対応したものもありますが，これ6の製品が原因となって起き 
た故障や破損については保証期聞中でも有償修理となりまず。 

• CD - ROM ドライプや 5.25 インチデノ\イスに取り付けるオプション(例えば DAT など)は、 
ソフトウェアのコマンドからトレーまたはメディアをイジェクトできる場合がありま 
す。ソフトウェアからイジェクトする場合は、フ□ントドアが開いていることを確認し 
てか6コマンドを実行してください。フ□ントドアを閉じたままコマンドを実行すると 
フ□ントドアにトレーやメディアがぶつかりイジェクトできず、エラーが起きるだけで 
なく、装置自身の巧障の原因となります。 

■; 一 巧守サービスについて 

Express サーバの保再に関して専門的な知識を持つ保守員によるを期的な診断-イ呆再 
サービスを用意しています。 

Express サーバをいつまでもよいが態でおほいになるためにも、保再サービス会社とま: 
期保守サービスを契約されることをお勤めします。 


使用上のごを意 
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-健康を損なわないためのアドバイス- 

コンピューク機器を長時間速続して使用すると、身体の各部に異常が起こることがありまず。コンピュータを 
使用するときは、主に次の点にま意して身体に負担がかか6ないようむ掛けましょう。 


よい作業姿勢で 


コンピュータを使用するときの基本的な姿勢は、背筋を伸ばして椅子にずわ 
り、キーボードを両手と床がほぼ平行になるような高さに置き、視線が目の高 
さよりも作や下向きに画面にミまがれているという姿勢でず。『よい作業姿勢』と 
はこの基本的な姿勢をとったとき、身体のどの部分にも余分な力が入っていな 
い、つまり緊張している筋肉がもっともかない姿勢のことです。 

『悪い作業姿勢』、たとえば背中を丸めたかっこうやディスプレイ装置の画面に 
顔を近づけたままの状態で作業を行うと、疲労の原因や視力低下の原因となる 
ことがあります。 



ディスプレイの角度を調節ずる 


ディスプレイの多くは上下、左ちのを度調節ができるようじなっています。ま 
ぶしい光が画面に映り込むのを防いだり、表示内容を見やすくしたりするため 
[こディスプレイの角度を調節することは、たいへん重要です。角度調節をせず 
に見づらい角度のまま作業を行うと『よい作業姿勢』を保てなくなりずぐに疲労 
してしまいまず。ご使用の前にディスプレイを見やすいよう角度を調整してく 
ださい。 




画面の明るさ-コントラストを調節ずる 

ディスプレイは明るさ（ブライトネス）-コントラストを調節できる機能を持っ 
ています。年令や個人差、まわりの明るさなどじよって、画面の最適なブライ 
トネス-コントラストは異なりますので、状況に応じて画面を見がすいように 
調節してください。画面が明るずぎたり、暗すぎたりずると目に悪影響をもた 
らします。 



キーボードの角度を調節ずる 

キーボードじは、角度を変えることができるよう設計きれているものもありま 
す。入力しやずいよう(こキーボードのを度を蛮えることは、肩や腕、指への負 
ちを軽減ずるのにたいへん有効です。 


機器の清掃をずる 





磯器をきれい【こ保つことは、美観の面からだけでなく、機能や安全上の観点か6も大切です。特にディスプレ 
イの画面は、ほこりなどで汚れると、表示内容が見じくくなりますので定期的に清掃ずる必要がありまず。 


疲れた5休む 

疲れを感じたら手を休め、軽い体操をずるなど、気分較換をはかることをお勧 
めしまず。 
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はじめに 

このたびは、 NEC の Express サーバをお買いホめいただき、まことにありがとうございます。 

Express 5800 /140 Hd は、最ま斤のマイク□プ□セ、ソサ 「 Intel ® Xeon ™ Processor MP 」 を搭載した高性能 
サーバです。 

NEC の最新テクノ□ジーとアーキテクチャにより従来のサーバでは実現できなかった八イパワー> 八イス 
ピードが実現しまず。 

r 高信頼性」はわちろんのこと、「拡張性」を考慮して設計され、ネットワークサーバとして幅広<ご利用い 
ただけることでしょう。 

Express サーバの持つ機能を最大限に引き化すためにも、ご使用になる前に本書をよくお読みになり、装 
置の取りあいを十分にご理絕 < ださい。 


本書について 

本書は、 Express サーバを正しくセットアップし、使用できるようにするための手引きでず。 Express サー 
バのセッ トアップを行うときや日常使用する上で、わか6ないことや具合の悪いことが起きたときは、取 
り扱い上の安全性を含めてご利用ください。 

本書は常に Express サーバのそばに置いていつでも見られるようにしてください。 

購人されたモデルによってはフ□ントドアのデザインが異なります。本書に記載されているイラストは 
N 8100 -1021/1022 のフ□ントドアの例で説明しています。 

本書は、 Windows のオペレーティングシステムやキーボード、マウスといった一般のな入出力装置など 
の基本的な取り扱いについて十分な知識を持ったユーザーを対象として記載されています。 


本文中の記号について 


本書では巻頭で示した安全にかかわるを意記号の他に3種類の記号を使用しています。これ 
らの記号と意巧をご理解になり、装置を正し<お取り扱いください。 


w ~0 

a 重与 

装置の取り撒いや、ソフトウエアの操作で守らなければならない事柄や特にを意をすべ 
き点を示します。 


装置やソフトウエアを操作する上で確認をしておく必要がある点を示します。 

■L 

rEvTi 

知っておくと役に立つ情報节、便利なことなどを示しまず。 


はじめに/本書について 
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本書の購入にごいて 


印刷された本書が必要な場合は、もよりの販売店またはお買い求めの貞反売店に次の型番で申 
しぶんでください。 

型番： UL 9020 -已 47 

また、添がの CD - R 日 M に収められているオンラインドキュ;<ントの一部は、次のホームぺ一 
ジからダウン□ー ドすることができまず。 

[NEC 8番街] http :// nec 8. com / 


本書の構巧にごいて 


本書は 4 つの編か 6 構成されています。それぞれの編では次のよラな説明が記載されていま 

す。なお，巻末には索引があります。あ要に応じてご活用ください。 

VI -0 「使巧上のごを意」をはじめにご覧ください 

DBd 本編をお読みになる前に必ず本書の卷頭に記載されている r 使用上のごま意 J をお読みくだ 
さい。「使庙上のごを意」では、本装置を安をに、正しくお使いになるために大切なミち意事 
I 頁び記載されていまず。 

第 1 編導入編 . Express サーパを導入ずるにあたり巧っておいていただきたい 

情報とお使いになることができるまでのセ、ソトアツプの手順に 
ついて説明しています。ここで説明する内容や手順を守って正 
しく Express サーバをお使いじなるシステム環境へ導入してく 
ださい。 

第 2 編 A - ドウエア編 。… Express サーバの八ードウエアに関する説明をしていまず。を 

部の名称やその機能、オプションの増設方法， Express サーバ 
にふさわしい設置場所について巧りたいときに参照してくださ 
い。 

第 3 編ソフトウエア編 。… Express サーバじ添付のソフトウエアについてその機能や使用 

ちまじついて説 S 月しています。ここで説 S 月する内容に従って正 
し < お使い < ださい。 

第 4 編運用-保守編 . Express サーバを運用する上で巧っておいていただきたい情報 

が記載されていまず。また、「故障かな？」と思ったときは、 
Express サーバの巧障を疑う前に参照してください。 
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付属品の確認 

Express サーバの捆包箱の中には、 Express サーバ本体 W 外にし''ろいろな付属品が入っています。添がの構 
成品表を参照してずべてがそろっていることを確 f 忍し、それぞれ点檢してください。万一足りないものや 
損傷しているものがある場合は、販売店に連絡してください。 

PI-0 付属品について 

• 添付品はセットアップをずるときやオプションの増設、 Express ヴーバが故障したと 
きに必要となりまずので大切に保管してください。 

• オペレーティングシステムに添付のソフトウェア登録力ードは、所定事項をご記入の 
上、必ず投函してください。 

• フロッピーディスクが添付されている場合は、フ□ッピーディスクのバックアップを 
とつてください。また、添付のディスクをマスタディスクとして大切に保管し、パック 
アップディスクを使用してください。 

• 添付品の 「 EXPRESSBUILDERJ は、紙封筒に包装されていまず。パッケージの構成に 
つきましては、紙封筒內にある 「 EXPRESSBUILDERJ の構成品表を参照してくださ 
し、。また 、 EXPRESSBUILDER CD - ROM を紛、失し、際購入をお望されるときは、販 
売店へご相談ください。 


付属品のお認 
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第云者への譲渡について 


Express サーバまたは、 Express サーバに添付されているものを第兰者に譲;度ほたは売孤するときは、次 
のを意を守って< ださい。 

• 本体について 


第兰まへ譲ミ度（または売が)する場合には、装置に添付されている rPL ガイド」を一緒にお 
ミ度しください。 


两~〇 A - ドディスク巧のデータについて 

DDd 譲渡ず る 装置巧に搭載され ているけードディスク にな存されて いる 大切な データ (例え 
ば顧客情報やを業の経理情報など)び第云ち へ 漏洩ず る ことのないように確実に処分し 
て ください。 

Windows や Linux などのオペレーティングシステムの口‘ミ箱を空にずる」操作やオペ 
レーティングシステムの r フォーマツト」コマンドでは見た目はミ肖まされたよラに見えま 
ずび、実際のデータは A - ドディスクに書き込まれたままの状態にありまず。完をに消 
去されていないデータは、特殊なソフトウェアにより復元され、予期せめ用樹こ転用さ 
れるおそれびありまず。 

このようなトラブルを回避ずるために巿服のミ肖去用ソフトウ I ア(有償)またはヴービス 
(有斷を利用し、確実にデータを処分ずることを強<お動めしまず。データのミ肖去につ 
いての詳細は、お買い巧めの版売店または保守ヴービス会社:にお問い合わせください。 

なお、データの処分■をしないまま、譲渡(または売却）し、大切なデータび漏ミまされた場 
合、その責任は負いかねまず。 

• 添付のソフトウェアについて 

本装置に添付のソフトウ王アを第兰をに譲ミ度(売巧)する場合には、 JiTF のを件を満たす 
必要がありまず。 

一添付されているすべてのわのを譲ミ度し、譲渡した側は一切の複製物を保持しないこと 
一各ソフトウ王アに添がされている『ソフトウ王アのご使用を件』の譲渡、移転に関す 
るを件を満たすこと 

一譲ミ度、移転が認め6れていないソフトウェアじついては、インストールした装置か 
6削除した後、譲ミ度ずること 


消耗品について 

Express サーバの部品の中には、寿命により交換があ要なものがありまず(ちな!ファン、内蔵 CD - ROM ドラ 
イブ、フ□、ソピーディスクドライブ、マウスなど)。装置を安定して稼働させるために、これ6の部品をを 
期的に交換ずることをお勧めします。交換や寿命については、お買い求めの販売店または保守サービス会 
せにご連絡 < ださい。 
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装置の廃棄について 

Express サーバおよび八ード ディ スク、フ □、ソ ピー ディ スク、 CD - ROM やオプションのボードなどの廃棄 
I こついては各自治体の廃棄ルールに従ってください。詳しくは、各自治体へお問い合わせください。 


p-O • 本体のマザーボード上にあるバッテリの廃棄(および交換)についてはお買い求めの 
販売店または保守ヴービス会なまでお問い合わせください。 

• 八ードディスクやバックアップデータカートリッジ、フ□ッピーディスク、その他 
書き込み可能なメディアに D - R / CD - RW など）に保をされているデータは、第兰者 
によって復元や再生、再利用されないよラお客様の責任において確実に姐分してか 
6廃棄してください。個人のプライパシーやを業の機密情報を保護ずるために十分 
な配慮が必要でず。 


^ 装置内蔵のパ、ソテリが故障ずると、 POST の画面上で tTF のメッセージが表示されま 

立す]す。お買い求めの販売店または保守サービス会社(こ速絡してバッテリのを換を化頼して 
ください。 

日之日日 System battery is 日 ead - Replace and run SETUP 



リチウム電池やニッカド電池、ニッケル水素電池を取り外さない 


本装置内部にはリチウム電池が取り付け6れています。リチウム電池を取り外さな 
いでください。リチウム電池を乂に近づけたり、水に逼けたりずると爆発するおそ 
れがあります。 

また、リチウム電池の故障で装置が正しく動作しなくなったときは、ご自分で分 
解■交換-充電などをせずにお買い求めの販売店または保守サービス会社に連絡し 
て < ださい。 



オプションのディスクアレイコント日ーラじもリチウム電池节ニッカド電池、二、ソ 
ケル水素電池を使ったバッテリが搭載きれていまず。分別廃棄が必要な±嘉合は、 
ディスクアレイコント□ーラを取り外した禮、ボードからパ、ソテリを取り外してく 
た’さい。 

バッテリの位置についてはディスクアレイコント□ーラ(こ添付の説明書を参照して 
ください。 


第二 I ちへの譲渡について/消耗品について/装置の廃棄について 
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-オンラインドキュメントについて- 

添付の CD - ROMrEXPRESS 目 UILDER 」 には次のオンラインド丰ュメントが収められています。必要 
に応じて参照してください。 

• ユーザーズガイド 

• Microsoft Windows Server 2003 Standard Edition/Microsoft Windows Server 2003 
Enterprise Edition インストレーシヨンサプリメントガイドホ 

• Microsoft Windows 2000 Server/Microsoft Windows 2000 Advanced Server インストレー 
シ ョンサプリメントガイド* 

• ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）インストレーシヨンガイド 

• ESMPRO / ServerManager インストレーシヨンガイド 
• エクスプレス通報サービスインストレーションガイド 

• Power Console Plus ユーザーズガイド 
• テープ監視ツールセットアップガイド 

• MWA インストレーシヨンガイド 
• 19インチラックユーザーズガイド 

• Express Server Management Guide 

• 保守用パーティションを作成しないでインストールずるなど、特殊なケースのときじ参照してく 
ださい。通常はシームレスセツトアップじてインス I ルされることをお勃めしまず。 
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